
発行　松本広域連合

〒390-1401  松本市波田4417番地1　松本市役所波田支所4階
TEL.0263-87-5460（総務課）	0263-87-5461（福祉・地域課）
FAX.0263-87-5462
E-mail info@m-kouiki.or.jp	 URL http://www.m-kouiki.or.jp

松本広域連合関係市村／松本市・塩尻市・安曇野市・麻績村・生坂村・山形村・朝日村・筑北村

松本広域連合ニュース　NO.36／平成28年11月

●	

平
成
２8
年
松
本
広
域
連
合
議
会　

第
１
回
臨
時
会

●	

介
護
認
定
審
査
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査　

判
定
状
況

●	

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表

●	

平
成
27
年
度
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

●	

市
村
情
報

●	

ふ
る
さ
と
の
魅
力
再
発
見　

Ｖ
ｏ
ｌ
．22

●	

信
州
ま
つ
も
と
空
港

●	

松
本
広
域
消
防
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

平成28年度防火ポスター　最優秀賞　　塩尻市立広丘小学校　中村　悠介さん

世帯数（世帯） 人口総数（人）

男（人） 女（人）

松本広域連合管内 平成28.10.1現在

177,620
430,115

210,744 219,371
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●障害支援区分認定審査●

審査会開催回数　47回

区分3
185件

（21.2%)

区分2
211件

（24.1%)

区分4
115件

（13.1%)

区分5
103件

（11.8%)

区分6
233件

（26.6%)

平成27年度
審査件数
計875件

区分1
28件

（3.2%)

●介護認定審査●

審査会開催回数　480回

要介護1
3,173件
（15.1%)

要介護3
2,786件
（13.2%)

要介護4
2,433件
（11.6%)

要介護5
2,086件
（9.9%)

非該当
55件

（0.3%)

要介護2
3,380件
（16.0%)

要支援2
4,353件
（20.7%)

要支援1
2,791件
（13.2%)

平成27年度
審査件数
計21,057件

　

７
月
19
日
に
平
成
28
年
松
本
広
域
連
合

議
会
第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
新
た
に
常
任
委
員

が
選
任
さ
れ
、
新
体
制
で
の
議
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

  

◆
議　

長　
　
　

犬
飼　

信
雄

  

◆
副
議
長　
　
　

濵　
　

昭
次

  

◆
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
構
成

（
◎
印
は
委
員
長　

○
印
は
副
委
員
長
）

　

総
務
民
生
委
員
会　

12
人

◎
宮
澤　

豊
次　

○
山
口　

恵
子

　

金
田　

興
一　
　

忠
地　

義
光

　

清
沢　

正
毅　
　

宮
下　

正
夫

　

平
沢　

恒
雄　
　

平
田　

勝
章

　

上
條
美
智
子　
　

阿
部　

功
祐

　

松
澤　

好
哲　
　

宮
坂　

郁
生

　

消
防
委
員
会　

12
人

◎
前
山　

健
治　

○
芝
山　
　

稔

　

小
林　

弘
明　
　

中
原
巳
年
男

　

村
上　

幸
雄　
　

坂
内
不
二
男

　

荻
原　

勝
昭　
　

尾
岸　

健
史

　

永
田　

公
由　
　

濵　
　

昭
次

　

池
田　

国
昭　
　

犬
飼　

信
雄

　

議
会
運
営
委
員
会　

５
人

◎
宮
坂　

郁
生　

○
松
澤　

好
哲

　

阿
部　

功
祐　
　

永
田　

公
由

　

前
山　

健
治

　

平
成
28
年

松
本
広
域
連

合
議
会
第
１

回
臨
時
会
に

は
議
案
４
件

が
提
出
さ
れ
、

慎
重
審
議
の

結
果
、
い
ず

れ
も
可
決
、

同
意
ま
た
は

承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
う
ち
、

任
期
満
了
に

伴
う
助
役
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
松
本
市
副
市
長
の
坪
田
明
男
氏
を
選
任

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

  

◆
提
出
案
件（
４
件
）

・
議
案
第
１
号

　

平
成
28
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
議
案
第
２
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
災
害
対
応
特

殊
救
急
自
動
車
）

・
議
案
第
３
号

　

助
役
の
選
任
に
つ
い
て

・
報
告
第
１
号

　

平
成
27
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
（
専
決
報
告
）

平
成
２8
年
松
本
広
域
連
合
議
会　

第
１
回
臨
時
会

　

要
介
護
認
定
の
審
査
判
定
件
数
は
、前
年
度

に
比
べ
１
８
８
件
減
の
２
万
１
千
５
７
件
、生
活

保
護
法
に
基
づ
く
介
護
扶
助
実
施
に
係
る
委
託

審
査
は
57
件
で
し
た
。

　

介
護
認
定
審
査
件
数
に
つ
い
て
は
、こ
こ
数
年

ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
で
す
が
、高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
申
請
者
数
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

今
後
の
推
移
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

障
害
支
援
区
分
認
定
の
審
査
判
定
件
数
は
、

前
年
度
に
比
べ
２
７
９
件
増
の
８
７
５
件
、訓
練

等
給
付
個
別
審
査
は
９
件
で
し
た
。

　

障
害
支
援
区
分
の
認
定
期
間
は
36
ヶ
月
で
、

制
度
開
始
初
年
度
に
申
請
件
数
が
集
中
し
、３

年
毎
に
申
請
件
数
が
増
加
す
る
サ
イ
ク
ル
と
な

る
た
め
、平
成
27
年
度
は
一
時
的
に
件
数
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

松
本
広
域
連
合
で
は
、関
係
市
村
か
ら
の
依
頼
を

受
け
、介
護
認
定
審
査
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定
審

査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
審
査
判
定
状
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査

�

判
定
状
況

　

要
介
護
認
定
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定
の
審

査
判
定
に
あ
た
っ
て
は
、平
準
化
さ
れ
た
認
定
調

査
基
準
に
よ
り
適
正
な
調
査
が
行
な
わ
れ
、公

平
・
公
正
な
審
査
判
定
基
準
に
よ
り
円
滑
な
審

査
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
、今
後
と
も
研
修
等
を

通
じ
て
資
質
の
向
上
を
図
り
、運
営
の
適
正
化

に
努
め
ま
す
。

　

※
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
に
つ
い
て
は
、平
成

26
年
度
か
ら「
障
害
者
自
立
支
援
法
」が「
障
害
者
の

日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る

た
め
の
法
律
」に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、認
定
区

分
の
名
称
も「
障
害
程
度
区
分
」か
ら「
障
害
支
援
区

分
」に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。平
成
26
年
度
に
お
い

て
は
、障
害
程
度
区
分
と
障
害
支
援
区
分
の
審
査
判

定
事
務
が
発
生
し
た
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
の
合

算
数
値
５
９
８
件（
障
害
程
度
区
分
76
件
、障
害
支
援

区
分
５
２
２
件
）で
し
た
。

適
正
で
迅
速
な
審
査
判
定
事
務
に

�

努
め
て
い
ま
す
。

第１回臨時会の様子
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人事行政の運営等の状況の公表
　人事行政の公平性・透明性の確保を目的とした「松本広域連合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、
職員数・給与・福利厚生・研修などの状況について公表します。

○職員数

○等級及び職制上の段階ごとの職員数（平成28年4月1日現在）

○採用及び退職の状況
1　職員数及び任免の状況

部門

部門

職員数

合　計 内　訳 職制上の段階

平成27年

（人） 職　名 （人） （％） 段階

平成28年

（％） （人）

一般行政
消　　防
合　　計

11人
393人
404人

71
5
4

80
1
8

10
26

2
47

4
14
64
82

1
54

2
44

101
3

67
4

74
2
2
8

12

3
1
2
6
1
1
2

0人
2人
2人

対前年
増減数

平成28年度採用者数
平成27年度退職者数

増　　　減

11人
9人
2人

※職員数は非常勤職員を除きます。

11人
391人
402人

１　定型的な業務を行う職務
２　主事又は技師の職務

１級 19.8％80

事務員
主事
消防士
消防副士長
消防士長

計

比較的高度の知識又は経験を
必要とする業務を行う
主事又は技師の職務

２級 11.6％47

主事
消防士
消防副士長
消防士長
消防司令補

計

係長、主査又は主査補の職務４級
係
長
級

25.0％ 25.0％101 101

主査補
主査補（消防司令補）
主査
主査（消防司令補）
係長
係長（消防司令補）

計

主任の職務３級 20.3％82

主任
主任（消防士長）
主任（消防司令補）

計

課長補佐の職務５級

課
長
補
佐
級

18.3％ 18.3％74 74

課長補佐
課長補佐（消防司令）
出張所長（消防司令）

計

課長の職務６級
課
長
級

3.0％ 3.0％12 12

課長
課長（消防司令長）
消防署長（消防司令長）

計

１　本部長又は次長の職務
２　困難な業務を行う課長の
　　職務

７級
次
長
級

1.5％ 1.5％6 6

課長（参事）
消防署長（消防司令長・参事）
課長（消防司令長・参事）
消防局次長（消防監）

計

部長の職務８級
部
長
級

0.5％ 0.5％2 2
部長
消防局長（消防正監）

計

合　　　計 100.0％404

209
係
員
級

51.7％

等級別基準職務表に規定する
基準となる職務
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○その他の手当の状況（平成27年4月1日 現在）
区　分

※この他、管理職手当、寒冷地手当等の手当が支給されます。

内　　容　　等
他に生計の手段がなく、主に職員の扶養を受けて生活している親族のある職員に支給されます。
地域の民間賃金水準を給与に適切に反映するよう、民間賃金水準との調整を図るため支給されます。
借家等に居住し、一定額を超える家賃などを支払っている職員に支給されます。
公共交通機関等を利用、又は交通用具を使用して通勤する職員に支給されます。

扶養手当
地域手当
住居手当
通勤手当

○職員の初任給の状況（平成27年4月1日 現在）
区　分

174,200円
142,100円

183,100円
148,400円

174,200円
142,100円

上　級
初　級

松本広域連合 長　野　県 国

※区分は採用区分で、国及び県では、上級区分を大卒、初級区分は高卒です。

○職員手当の状況
　期末手当・勤勉手当（平成27年度）

区　分
支　給　割　合

期末手当 勤勉手当
1.225月分
1.375月分
2.600月分

0.750月分
0.850月分
1.600月分

6月期
12月期

計
※職務の級による加算措置があります。

　退職手当の支給割合（平成27年度）

区　分
支　給　率

自己都合 勧奨・定年
20.445月分
29.145月分
36.105月分
49.59  月分

25.55625月分
34.5825  月分
42.4125  月分
49.59      月分

勤続20年
勤続25年
勤続30年
最高限度額

　特殊勤務手当の状況（平成27年度）
区　分 内　容　等

96.0%（386人）
173,314円
３種類
出動手当・夜間消防手当・特定行為手当

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給職員１人当たり平均支給年額
特殊勤務手当の種類
特殊勤務手当の名称

　時間外勤務手当（平成27年度）
区　分 支　給　額

8,853万6千円
220,240円

支給総額
支給職員1人当たり平均支給年額

○人件費の状況（一般会計決算）
2　職員の給与の状況

歳 出 額 （Ａ）区　分
40億9,515万円平成27年度

人 件 費 （Ｂ）
33億5,626万円 81.9%

人件費率（Ｂ/Ａ）

※人件費には、特別職に支給される報酬等を含みます。

○職員給与費の状況（一般会計決算）

給　料 職 員 手 当
区　分 職員数

（Ａ）
14億2,896万円

25億1,661万円
平成27年度

給与費 計（Ｂ）
402人

給　　与　　費
（内 期末・勤勉手当）

10億8,765万円 （5億7,036万円）
626万円

１人あたり給与費
（Ｂ/Ａ）

※給与費には共済費、退職手当を含みません。

○職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成27年4月1日 現在）
区　分

293,505円
340,200円

373,177円
407,228円

38.2歳
45.5歳

松本広域連合
長　 野　 県

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

※給与月額は、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当等の諸手当を加えた額です。
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○職員共済会の設置及び活動状況
　地方公務員法第42条に基づく職員の保健、元気回復
その他厚生に関する事項を実施するため、松本広域連
合職員共済会を設置し、保健保養、教養、体育振興な
どの事業を行っています。
　職員共済会は、職員からの月会費（給料月額の
3.0/1,000）と広域連合補助金（給料の2.5/1,000）によ
り運営されています。

※共同研修の延べ受講者数には、関係市村からの受講者は
含まれません。

○職員の勤務評定の状況　　年１回

○勤務時間
3　職員の勤務時間その他の勤務状況

勤務時間
日　勤
当　番

午前8時30分から午後5時15分まで
午前8時30分から翌日の午前8時30分まで	

○分限処分　10件
○懲戒処分　 0件

4　職員の分限処分及び懲戒処分の状況（平成27年度）

区　　分 延べ受講者数研修内容
再任用職員研修等
教養実務研修
消防実務研修

本郷消防署山辺出張所に配置された「圧縮空気泡消火装置（ＣＡＦＳ）付ポンプ自動車」

67人
993人

36人

共同研修

一般研修

○職員の研修の状況
5　職員の研修及び勤務成績の評定の状況（平成27年度）

健康診断 特定業務従事者検診 人間ドック
327人 13人375人

6　職員の福祉及び利益の保護の状況（平成27年度）

※特定業務従事者健診（6ヵ月ごと1回）
　深夜業などの特定業務に従事する職員を対象
○公務災害の認定	 ５件
○勤務条件に関する措置の要求の状況	 ０件
○不利益処分に関する不服申し立ての状況	 １件
※平成26年度から継続し、平成27年度に取下げ

平成27年度情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況
　松本広域連合では、開かれた行政を目指して、情報公開の推進と住民の皆さんの個人情報の適正な取扱いに努めています。

１　情報公開の実施状況� （件）

実施機関
不服
申立非公開 取下げ 不存在部分公開公開

処理内訳
請求

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

11
  0
  0
  0
  0
11

3
0
0
0
0
3

14
  0
  0
  0
  0
14

広域連合長
議会
選挙管理委員会
監査委員
公平委員会

合　　計

不服
申立非開示 取下げ 不存在部分公開開示

処理内訳
請求

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

8
0
0
0
0
8

5
0
0
0
0
5

13
  0
  0
  0
  0
13

問い合わせ　松本広域連合事務局総務課　TEL 0263-87-5460

○年次休暇の取得状況
　平成27年中  平均9.36日

○健康診断などの実施状況

2　個人情報保護の実施状況� （件）

　

松
本
市
Ｊ
Ｋ

タ
ウ
ン
和
田
西

原
「
彩

い
ろ
ど
りの
街
」

分
譲
地
の
購
入

者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

雄
大
な
北
ア

ル
プ
ス
を
望
む

田
園
地
帯
に
面

し
、
四
季
の
う

つ
ろ
い
を
感
じ

る
閑
静
な
住
宅

地
で
す
。
家
庭

菜
園
も
利
用
で

き
、
住
民
の

方
々
か
ら
好
評

で
す
。
残
り
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
高
地
線
「
三さ

溝み
ぞ

駅
」
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
近
く
、
通
勤
・
通
学
・
お
買
い

も
の
に
も
大
変
便
利
な
立
地
で
す
。

　

開
放
感
あ
ふ
れ
る
Ｊ
Ｋ
タ
ウ
ン
和
田
西
原

「
彩
の
街
」
。
き
っ
と
、
あ
な
た
に
合
っ
た

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

　

松
本
市
で
は
、
購
入
者
を
紹
介
し
て
頂
い

た
方
に
報
奨
金
（
約
70
万
円
）
を
お
支
払
い

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

松
本
市
耕
地
林
務
課

　
　

☎
０
２
６
３

－

34

－

３
２
２
３

　

長
野
県
住
宅
供
給
公
社

　
　

☎
０
２
６

－

２
２
７

－

４
３
２
２

市
村
情
報

◆
分
譲
地
の
購
入
者
を
募
集
し
ま
す
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彫
り
だ
さ
れ
た
視
線
。

�

艶
や
か
に
、
し
た
た
か
に
―

　

松
本
市
出
身
の
彫
刻
家
・
飯
沼
英
樹

（
１
９
７
５
年
～
）
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌

の
写
真
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
、

被
写
体
と
な
っ
た
モ
デ
ル
の
内
面
ま
で
も
木

彫
り
で
表
現
し
ま
す
。
他
者
の
視
線
を
強
く

意
識
し
、
な
お
自
ら
を
奮
い
立
た
せ
る
女
性
。

垣
間
見
え
る
の
は
強
か
さ
と
葛
藤
、
さ
ら
に

先
に
あ
る
気
高
さ
。
現
在
ま
で
彫
り
上
げ
た

３
０
０
体
を
越
え
る
女
性
像
か
ら
、
注
目
の

最
新
作
を
含
む
約
１
２
０
点
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
最
先
端
の
メ
ー
ク
で
武
装
し
、
ク
ー
ル

な
視
線
を
送
る
女
性
た
ち
の
煌き

ら

び
や
か
な
競

演
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会　

期
／
開
催
中
～
11
月
27
日
㈰

●
開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

（
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

●
休
館
日　

月
曜
日

●
会　

場　

松
本
市
美
術
館
企
画
展
示
室

●
観
覧
料　

大
人
８
０
０
円
、
70
歳
以
上
の
松

本
市
民
６
０
０
円
、
学
生
無
料

※
20
名
以
上
の
団
体
は
各
１
０
０
円
引
き

※
障
害
者
手
帳
携
帯
者
と
そ
の
介
助
者
１
名
無
料

●
問
い
合
わ
せ　

松
本
市
美
術
館

　
　
　
　
　

☎
０
２
６
３

－

39

－

７
４
０
０

　

誰
も
が

恋
し
て
む

く
わ
れ
な

い
…
普
通

の
人
々
の

ド
ラ
マ
を

描
く
チ
ェ

ー
ホ
フ
の

傑
作「
か
も

め
」に
、
気

鋭
の
若
手

演
出
家
・

熊
林
弘
高

と
豪
華
演
技
派
キ
ャ
ス
ト
が
挑
む
！

●
日
時　

11
月
19
日
㈯
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　

20
日
㈰
午
後
１
時

●
会
場　

ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館

　
　
　
　

主
ホ
ー
ル

●
出
演　

満
島
ひ
か
り
、佐
藤
オ
リ
エ
、田
中

圭
、中
嶋
朋
子
、坂
口
健
太
郎　

ほ
か

●
料
金　

一
般　

６
，８
０
０
円

　
　
　
　

25
才
以
下　

４
，８
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
要
年
齢
確
認
証
）

●
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　

ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館

　
　
　
　
　

☎
０
２
６
３

－

33

－

３
８
０
０

　

松
本
市
奈
川
地
区
で
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ

て
い
る
そ
ば
の
在
来
品
種
「
奈
川
在
来
」
は
、

収
穫
量
が
少
な
い
た
め
市
場
に
出
回
ら
ず

「
幻
の
そ
ば
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
で
は
栽
培

面
積
の
拡
大
に
取

り
組
ん
で
お
り
、

今
回
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
き

た
く
「
奈
川
在
来

そ
ば
週
間
」
を
地

区
内
そ
ば
店
で
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

是
非
こ
の
機
会

に
奈
川
地
区
に
お
越
し
い
た
だ
き
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

●
開
催
期
間　

11
月
12
日
㈯
〜
20
日
㈰

●
問
い
合
わ
せ　

な
が
わ
観
光
協
会

　
　
　
　
　

☎
０
２
６
３

－

79

－

２
１
２
５

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

�

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
違
い
を
認
め
合
う
心
～

●
日　

時　

11
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
15
分
～
午
後
４
時

●
場　

所　

Ｍ
ウ
イ
ン
グ　

６
Ｆ
ホ
ー
ル

●
内　

容

■
第
１
部　

午
後
１
時
15
分
～

松
本
市
小
・
中
学
生
人
権
啓
発
ポ
ス

タ
ー
展
表
彰
式
、
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
松
本
市
表
彰
式
、
入
選
作
文

朗
読
、
松
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
松

本
部
会
活
動
発
表

■
第
２
部　

午
後
２
時
30
分
～

　
　

講
演
「
平
和
の
象
徴
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
」

　
　

群
読
「
さ
よ
な
ら
カ
バ
く
ん
」

　
　

講
師　

増
岡　

弘 

さ
ん

●
参
加
料　

無
料

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
参
加
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他

　

手
話
通
訳
あ
り　

託
児
あ
り
（
要
予
約
）

※
来
場
の
際
は
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関

な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
臨
時
駐
車
場

（
無
料
）
の
利
用
は
、
事
前
申
込
が
必
要

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
　
　

松
本
市　

人
権・男
女
共
生
課

　
　
　
　
　

☎
０
２
６
３

－

39

－

１
１
０
５

　
　
　
　
　

�
０
２
６
３

－

37

－

１
１
５
３

　

松
本
市
は
、
平

成
25
年
４
月
に
長

野
県
内
で
初
め
て

「
子
ど
も
の
権
利

に
関
す
る
条
例
」

を
施
行
し
、
す
べ

て
の
子
ど
も
に
や

さ
し
い
ま
ち
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

条
例
で
は
、
11
月

20
日
を
「
松
本
子

ど
も
の
権
利
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
の
権

利
の
実
現
に
つ
い
て
学
び
、
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

◆
第
33
回「
松
本
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会
」・

「
松
本
子
ど
も
の
権
利
の
日
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

�

を
開
催
し
ま
す
。

◆
「
奈な

川が
わ

在ざ
い
ら
い来

そ
ば
週
間
」
を

　

�

開
催
し
ま
す

◆
人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

◆
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館

�

公
演
情
報　

舞
台
「
か
も
め
」

◆
松
本
市
美
術
館　

特
別
展

�
「
飯
沼
英
樹　

闘
ウ
女
神
タ
チ
」

「サザエさん」マスオさん役の
人気声優

増岡　弘 さん

〈Andechs〉
2016年

撮影：KEI  OGATA
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Vol.22

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

　
生
坂
村
に

あ
る
「
ス
カ

イ
ス
ポ
ー
ツ

公
園
」
は
、

北
ア
ル
プ

ス
に
源
を
発

す
る
清
き
流

れ
の
犀
川
と

雄
大
な
京き

ょ
う
がヶ

倉く
ら

・
大お
お
じ
ょ
う城

・

の
山
並
み
、

田
園
風
景
を

一
望
で
き
る

絶
景
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。

　
ス
カ
イ
ス

ポ
ー
ツ
公
園

で
は
、
そ
の

名
に
相
応
し

く
、
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
体

験
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
体
験
は

四
月
上
旬
か

ら
十
一
月
末
頃
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
て
、
お

す
す
め
は
風
が
安
定
す
る
秋
で
す
。
紅
葉
の

景
色
を
上
空
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

も
、
こ
の
季
節
な
ら
で
は
の
贅
沢
で
す
。

　
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
と
聞
く
と
、
恐
い

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
初
級
者
コ
ー
ス
で
浮
遊
体
験
を
行
う

「
一
人
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
」
と
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
大
空
へ
飛
び
立
つ

「
タ
ン
デ
ム
コ
ー
ス
」
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち

ら
も
達
成
感
や
非
日
常
体
験
を
味
わ
え
る
の

で
休
日
の
家
族
旅
行
に
は
お
す
す
め
で
す
。

　
「
一
人
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
」
で
は
、

最
新
式
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
使
用
し
、
プ
ロ
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
大
空
を
自
由
に
飛
ぶ
間
隔
は
本
当
に
気

持
ち
が
良
い
で
す
。

　
「
タ
ン
デ
ム
コ
ー
ス
」
で
は
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
操
作
の
も
と
大
空
へ
飛
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
天
候
が
良
い
時
は
、
北
ア
ル

プ
ス
を
一
望
で
き
る
そ
う
で
す
。

　
両
コ
ー
ス
と

も
に
、
小
学
生

四
年
生
以
上
の

健
康
な
方
で
あ

れ
ば
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

　
お
帰
り
の
際

に
は
、
「
や
ま

な
み
荘
」
の
ラ

ジ
ウ
ム
湯
で
疲

れ
を
癒
し
て
い

た
だ
き
、
生
坂

村
で
の
休
日
を

満
喫
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
　
生
坂
村　
振
興
課

　
　
☎
０
２
６
３

－

69

－

３
１
１
２

生
坂
村�

「
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
公
園
」

し
ま
す
。
本
年
は
、
第
33
回
松
本
市
青
少
年

健
全
育
成
市
民
大
会
と
合
同
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
日　

時　

11
月
27
日
（
日
）

�

午
後
１
時
〜
４
時
30
分（
予
定
）

●
場　

所　

あ
が
た
の
森
文
化
会
館　

講
堂

●
参
加
費　

無
料

●
問
い
合
わ
せ

　
　

松
本
市　

こ
ど
も
育
成
課

　
　
　
　
　

☎
０
２
６
３

－

34

－

３
２
９
１

　

私
た
ち
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
は

何
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
大
会
は
、
自
治
と
協
働
の
実
践
事
例

を
ひ
も
と
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
が
学
び
合

い
、
地
域
の
実
践
へ
と
つ
な
げ
る
場
で
す
。

●
期　

日

　

平
成
29
年
１
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

●
内　

容

１
日
目
：
開
会
式
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
全
国
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン　

等

２
日
目
：
分
科
会
、
全
体
会
、
閉
会
式

●
会　

場

　

１
日
目
：
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館

　
　

松
本
市
深
志
３

－

10

－

１

　
　

☎
０
２
６
３

－

33

－

３
８
０
０

　

２
日
目
：
Ｍ
ウ
イ
ン
グ（
松
本
市
中
央
公
民
館
）

　
　

松
本
市
中
央
１

－

18

－

１

　
　

☎
０
２
６
３

－

32

－

１
１
３
２

※
詳
細
は
松
本
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.city.m

atsum
oto.nagano.jp/

kurasi/tiiki/kom
inkan/jichitokyodo.

htm
l

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

12
月
16
日
㈮
ま
で
に
松
本
市
中
央
公
民
館

　
　

☎
０
２
６
３

－

32

－

１
１
３
２

　
　

�
０
２
６
３

－

37

－

１
１
５
３

　

紅
葉
の
北
ア
ル
プ

ス
を
眺
め
城
下
町
を

駆
け
抜
け
る
、
松
本

初
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
平
成
29
年
10

月
１
日
（
日
）
に
開

催
い
た
し
ま
す
。
ス

タ
ー
ト
は
松
本
市
総

合
体
育
館
、
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
は
信
州
ス
カ
イ
パ
ー
ク
陸
上
競
技
場

で
す
。

　

「
健
康
寿
命
延
伸
都
市
・
松
本
」
を
推
進
し
、

ラ
ン
ナ
ー
だ
け
で
な
く
、
大
会
を
支
え
応
援
す

る
全
て
の
人
が
、
参
加
を
実
感
で
き
る
大
会
を

目
指
し
ま
す
。
参
加
ラ
ン
ナ
ー
は
１
万
人
、
運

営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
３
千
人
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
は
10
月
か
ら
、
ラ
ン

ナ
ー
エ
ン
ト
リ
ー
は
来
年
３
月
か
ら
で
す
。
大

会
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
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開催イメージ
（写真は松本クロスカントリー大会）

生坂村の景色を望むパラグライダー体験

やまなみ荘のお風呂

◆
第
１
回

�

松
本
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
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救急出動状況� 平成２8年８月末現在
松本広域消防局管内における、８月末現在の救急出動件数は、11,383件となっており、前年同期と比較して、

163件（1.4％）の減少となっています。

事故種別では、急病によるものが7,434件と最も多く、全体の

約65%を占めています。

また、６月から８月までの３か月で、熱中症（疑い含む）で搬

送された方は105人で、前年同期と比較して、28人減少してい

ます。

　積極的に応急手当講習会を開催するなど、救命への取り組みが模範的な事業所や団体等に対し、表彰状を

贈呈しました。

　■ NPO法人慈千会

　　　 グループホーム波田の家 様

　■ 笹賀下二子町会自主防災会 様

　■ 株式会社パルコ松本店 様

　■ 株式会社日邦バルブ 様

　■ キッセイコムテック株式会社 様

　■ ゴールドパック株式会社

　　　 　　　　あずみ野工場 様

★応急手当普及啓発優良事業所表彰★

◆市村別の救急出動状況◆

市村別
松 本 市
塩 尻 市
安曇野市
麻 績 村
生 坂 村
山 形 村
朝 日 村
筑 北 村
高速道等
合　計

件数
6,487
1,665
2,604
146
39
166
71
167
38

11,383

◆事故種別の救急出動状況◆

事故種別
急 病
一般負傷
転院搬送
交通事故
自損行為
運動競技
労働災害
火 災
そ の 他
合　計

件数
7,434
1,634
1,031
882
97
98
82
52
73

11,383 参考【消防庁HP：生活密着情報：救急車利用リーフレット】
http://www.fdma.go.jp/html/new/kyuukyuusya_riyou_leaflet.pdf

松本市
57.0％

急病
65.3％

塩尻市
14.6％

一般負傷
14.4％

安曇野市
22.9％

麻績村
1.3％

生坂村
0.3％

転院搬送
9.0％

交通事故
7.7％

自損行為
0.9％

山形村
1.5％

朝日村
0.6％

運動競技
0.9％

労働災害
0.7％

その他
0.6％

火災
0.5％

筑北村
1.5％

高速道等
0.3％
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秋の火災予防運動実施秋の火災予防運動実施

住宅用火災警報器を設置していますか？住宅用火災警報器を設置していますか？

「消しましょう その火その時 その場所で」（平成28年度全国統一防火標語）
○11月９日から11月15日まで、全国一斉
に秋の火災予防運動が実施されます。家
庭や職場でも「火の用心」に心がけ、火
災のないまちづくりにご協力ください。

○これから徐々に寒くなり、石油ストーブ
などを使う機会が増え、火災が多くなる
時期を迎えます。ストーブに給油すると
きは必ず火を消してから給油しましょう。
　また、年間を通じてたき火・枯草焼きな
どによる火災が発生しています。空気が
乾燥し風が強い日には、火を焚かないで
ください。

○松本広域消防局管内では平成28年６月時点で81%の住宅に設置されていますが、まだ19%
の住宅に設置されていません。多くの奏功事例も報告されています。大切な「命」や「財
産」を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。

○飲食店併用住宅の家人が油の入った鍋を火に掛け
たままその場を離れてしまった。
　警報音に気づいた家人が消火し、ガスコンロ背面
の壁一部を焦がした程度となったもの。

奏功事例　「鍋の掛け忘れによるもの」奏功事例　「鍋の掛け忘れによるもの」

住宅への設置は「義務」付けられています。住宅への設置は「義務」付けられています。
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ホームタンクからの灯油流出事故急増!!ホームタンクからの灯油流出事故急増!!

住宅用火災警報器は、最大10年を目安に交換をおすすめします。住宅用火災警報器は、最大10年を目安に交換をおすすめします。

！ その場を離れないでその場を離れないで
○　平成27年中に発生したホームタンクからの灯油流出事故は、長野県内で39件となって
います。このうち、松本広域消防局管内では４件発生しており、その原因は小分け中に
その場を離れたものが２件、施工不良による転倒が１件、腐食疲労等劣化による配管か
らの流出が１件となっています。
○　灯油をあふれさせると、土壌や河川の汚染など重大な
被害を引き起こすことがあります。

　住宅用火災警報器の設置義務化から10年を迎え、作動確認を行った世帯の約４％で電池
切れや故障が
確認されてい
ます。
　設置から
10年以上経
過している住
宅用火災警報
器は、本体内
部の電子部品
が劣化し火災
を感知しなく
なることが考
えられるた
め、定期的に
点検し適切な
維持管理をお
願いします。

！ 灯油流出事故を防ぐためには灯油流出事故を防ぐためには
○　小分け中は、絶対にその場を離れないようにしましょう！ 
○　小分け後は、必ずバルブを閉めて確認しましょう！
○　タンクをしっかりとした地盤などに固定しましょう！
○　防油堤（受け皿）を設置しましょう！

※　松本広域連合火災予防条例により、灯油を200リットル以上貯蔵できるホームタ
ンクには防油堤を設置する必要があります。



丸の内
消防署

桐１～３丁目
美須々

清水１・２丁目
元町１～３丁目

本郷消防署

山辺出張所

住所：松本市浅間温泉
　　 2丁目6番1号
電話：0263-46-2700

住所：松本市大字里山辺
　　 1434番地1
電話：0263-35-8185

119番通報時のお願い

平成29年１月１日から消防署の管轄区域が変わります

●１１９番通報時に「サイレンを鳴らさないで」
というお願いがありますが…

119番は緊急通報専用です!!
救急当番医、災害情報を知りたいときは

● 電話による案内　0263-35-9111
　　　　　　　　　　※自動音声による緊急当番医、火災情報等の案内です。

● ホームページによる案内
松本広域消防局

携帯電話は
QRコードからアクセス！！検索

　松本広域消防局では、消防サービスの向上を目的として、平成29年１月１日から消防署の管轄区域の
一部を見直します。
　なお、消防車、救急車等の出動体制に変更はありません。
○見直し区域
　松本市内の次の地区が、丸の内消防署から本郷消防署又は山辺出張所へ変更になります。

消防車・救急車は、緊急の際、赤色回転灯の点灯とサイレンの吹鳴
が義務付けられており、現場へ早く安全に到着するためにサイレン
を鳴らさずに走行することはできません。ご理解・ご協力をお願い
します。
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